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1．はじめに
　AI（ ：人工知能）技術の発展は著しい．乗車予測の精度が上がることでつながる
タクシー売上の向上， 1時間はかかっていた計算が 5分に短縮された保険の見積り，需要変動や仕入れ
条件を加味して作成された発注リストにより大幅に減少した商品の過剰発注， 5日はかかったモノクロ
映像の色付け作業が 1日に短縮…．様々な業種で，AIによる業務効率化のための驚くべき威力が確認
されている．圧倒的な効率化は業務に余裕をもたらし，これまでこなしていくだけが精一杯だった業務
内容に，付加価値という新たな価値を創造していくための時間と心のゆとりという恩恵をもたらす．こ
うして AIは，ビジネスプロセスの一部を代替して全く新しい価値を生み出していく．この AIを実現
する手法の一つが，ディープラーニングである．ディープラーニングとは，脳の仕組みを模倣して作ら
れた機械学習の一種である．人間が問題を解決するための法則を機械に与えて指示するのではなく，
データを機械に与えてそこから法則を学習させる．すなわち膨大なデータの中から人がこれまで把握し
きれなかった傾向や法則を探り出し，現象の解析や予測をすることで，業務作業に革新的な効率化や最
適化を図ることが可能となる．その結果を人が受け取って，最終判断のために活用していく働き方が，
現在急速に各分野で普及している．医療分野においても同様で，すでに医療画像にディープラーニング
を活用した医療機器が医療現場で使われており，診断精度の向上だけでなく，人手不足の解消にもつな
がる応用領域は確実に広がっている．そこで本学では AI技術を正しく理解して活用するための人材育
成を目標に，保健医療学部 2年次の学生を対象に『人工知能学』を開講している．当該科目は「演習」
の形態だが，到達目標の一つに「AI技術を含む情報系の資格取得を目指す」という項目があり，ここ
で G検定の取得を奨励している．そこでまずこの G検定の概要について説明し，本学の AI教育に対す
る取り組みを述べていく．
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【要旨】　本学では AI（ ：人工知能）技術を正しく理解して活用するための人材育成を目標
に，保健医療学部 2年次の学生に対して『人工知能学』を開講している．当該科目の到達目標の一つに「AI
技術を含む情報系の資格取得を目指す」ことがあり，ジェネラリスト検定（G検定）の取得を奨励している．
G検定は，JDLA： （一般社団法人日本ディープラーニング協会）が実施してい
る，ディープラーニングを事業に活かすための知識を保有しているかを確認するための試験である．G検定の
これまでの合格率は，年平均で ％だが，すでに知識や経験を持った人が多く試験に臨んでいるため，情報
系の専門分野ではない本学学生が合格するのは難しい．講義で合格率を高めるために取り組んでいる内容と，
『人工知能学』を学ぶことの意義について考えていく．
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2．G検定
2-1．G検定とは
　G検定（公式名：ジェネラリスト検定）は，JDLA： （一般社団法人日
本ディープラーニング協会）が実施している，ディープラーニングを事業に活かすための知識を検定す
る試験である．JDLAでは，G検定の名称にも使われている「ジェネラリスト」を，「適切な活用方針
を決定して，事業活用する能力や知識を有している人材」と定義している．したがって人工知能や
ディープラーニングなどの技術を理解し，それぞれの分野において社会で活用することができる人材育
成を目的として，この検定は発足した．
　G検定の試験は通常年 3回から昨年は年 5回に増え， 年は年 6回（ 1月・ 3月・ 5月・ 7月・ 9
月・11月）の開催が予定されている．出題は 問程度の多肢選択式による知識問題を 分で解答する
が，その範囲は多岐にわたり，主に以下の内容があげられる．
1）人工知能（AI）
　ディープラーニングを理解するための基礎となる分野で，人工知能の定義や研究の歴史，人工知能を
めぐる動向，人工知能分野の問題．
2）機械学習の具体的手法
　教師あり学習，教師なし学習，強化学習，モデルの評価．
3）ディープラーニングの概要と手法
　ニューラルネットワークとディープラーニング，ディープラーニングのアプローチと実現方法，学習
法の最適化，活性化関数，畳み込みニューラルネットワーク，深層生成モデル，画像認識分野，音声処
理と自然言語処理分野，深層強化学習分野，モデルの解釈性とその対応，モデルの軽量化．
4）ディープラーニングの研究分野
　画像認識，自然言語処理，音声処理，ロボティックス，マルチモーダル，モデルの解釈性などの
ディープラーニングの基礎概念と応用技術において，研究分野で用いられる技術や課題についての理解．
5）ディープラーニングの社会実現に向けて
　AIプロジェクトの進め方，データの収集，データの加工・分析・学習，セキュリティ対策，クライ
シスマネジメント等．
6）数理・統計
　統計検定 3級程度の基礎的な知識．

2-2．G検定の受講者
　G検定の合格者における職種別の内
訳は， 年第 3回試験の結果でみる
と図 1の通りである．
　職種としては，研究開発や情報シス
テム・システム企画といった専門性の
高い職種が多く，合わせて全体の約 4
割を占めている．さらにこれを業種別
に分けたときの，合格者の内訳を表 1
に示す．最も多い業種は製造業で全体
の ％を占めている．次いでソフト
ウェア業が ％，情報処理・提供
サービス業が ％，金融・保険，不
動産業が ％となっている．製造業

図1．「Ｇ検定の職種別合格者の割合」
年第 3回試験結果より作図（一般社団法人日本ディープランニング協会）
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からの合格者は，この 1年で14％から28％と倍増している．したがって合格者の特徴をみると，情報処
理関連業などのプログラミング等に関わる業界や，実務でデータ分析の活用機会が多い製造業や金融・
不動産業での合格者数を合計すると全体の74％となり，大多数を占めていることがわかる．
　次に合格者を年代別の構成でみると，図 2の通りとなる．最も多いのが 代で28％，次いで 代の
25％， 代の22％， 代の19％となっている．すなわち合格者の過半数となる53％を 代～ 代の世代
が占めており，実務経験が豊富な層が多く合格していることがわかる． これらのデータから，全体の
傾向として G検定の合格者は普段からプログラミングやデータ分析の経験があり，基礎知識を持った
受験者が多いことが分かる．

表1．業種別合格者割合

図2．「Ｇ検定の年齢別合格者の割合」
年第 3回試験結果より作図（一般社団法人日本ディープランニング協会）
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2-3．G検定の合格率
　G検定の合格率は，検定試験が始まった 年から 年の平均で
％，ただし回によってばらつきがあり，これまでの最高は 年の

第 4回で ％，最低は 年の第 1回で ％となっている．表 2は
公開されているこれまでの G検定の合格率を，年平均で換算したもの
である．
　G検定では合格者数などのデータは公開されているが，合格ライン，
合格基準とされる得点は公開されていない．しかし出題範囲が広く，深
い専門知識が問われること，さらに合格者の多くが研究開発や情報シス
テム等の職に携わっていることから，すでに知識や経験を持った人が多
く試験に臨んでいるため，合格率が試験の難易度よりも高くなっている
ことが予想される．

3．本学の AI 教育に対する取り組み
　G検定は専門性が高く，受験者も実務を通して専門知識を有している場合が多いため，基礎知識がな
く新たに AIを学ぼうとする受験生がいきなり検定に合格するのは難しい．特に本学のように，医療系
の大学生でこれまでに情報系の専門知識を修得していない場合は，最初のとりかかりから学修に困難を
きたしてしまう可能性が高いことは予想に難くない．そこで本学では『人工知能学』を履修するにあた

表2. G 検定合格率の推移

表3. G 検定対策コース‒カリキュラム
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り，機械学習やディープラーニングの知識を網羅的に学ぶ民間企業による ラーニング受講を併用し
ている．表 3は，本学が利用している「G検定対策コース」のカリキュラムである．
　当該講座は，講義を通して AI基礎知識を幅広く修得するために効果的な学修が可能となるカリキュ
ラムとなっている．しかし実際にはこれを理解するための予備知識となる学修が必要で，そこを本学で
は『人工知能学』の講義の中で扱っている．表 4が本学の『人工知能学』の授業計画である．AIに関

表4.『人工知能学』授業計画
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図3．「本学のG検定合格率ー全国平均との比較」

本学の 年から 年までの G検定の合格率を直線（紺色－●）で示す。受験生の内，『人工知
能学』講義と併用している ラーニング受講完了者の合格率を点線（▲）で， ラーニング受講
未完了者の合格率を破線（■）で示す。赤線は，全国の G検定の年平均合格率（表 2より）である。
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する基本的な理解を修得するため，人工知能に関する基礎理解のための数学の学修に始まり，プログラ
ミングやディープラーニングの手法や応用を，適宜コンピュータを使った演習を組み込みながら学修す
る内容となっている．
　本学では『人工知能学』が開講して、今年度で 4年目となる．開講初年度となる 年（令和 2年）
度からの，G検定合格率の推移を本学と全国とで比較したものを図 3に示す．本学の合格率のこれまで
の最高は 年の ％，最低は 年度の ％で、 4年間の平均は ％である．同時期の全国の合
格率の平均は ％だが，合格者の特徴である研究開発や情報システム・システム企画といった専門性
の高い職種が約半数を占め，さらに実務経験が豊富な年齢層が多く占めている中で，さほど遜色ない合
格率を本学学生が出したことは、学生の努力の賜物だと感じている．また，受講と併用している ラー
ニングは，全体の所要時間が 時間程度必要だが，学生はこれを講義以外の時間で自主的に学修しなけ
ればならない．したがって学生のなかには G検定受験までに ラーニング受講が完了しない場合もあ
るが，この ラーニングの受講完了者と未完了者との合格率の差は歴然としている．図 3で示された
点線（▲）は，『人工知能学』履修者の中で ラーニングを完了させた学生の G検定合格率だが，その
合格率は平均 ％で、全国平均（赤線）を大きく上回り，合格率 ％を達成した年も 2回あった
（ 年， 年）．反対に ラーニング未完了者の合格率は破線（■）で示しているが，その平均合
格率は ％と極めて低く，さらに合格率 ％，すなわち ラーニング未完了者は誰も検定試験に合格
しなかった年も 2回あった（ 年， 年）．したがって，G検定合格率は ラーニングの受講完了
と密接に関連しているが，自主学修の継続にはそもそも高い目的意識が必要なため， ラーニングの受
講が G検定に結びつくというよりも，むしろ学修意欲の差が合格率に表れたのではないかと推測する．
今後の成績向上のためには，学生の目的意識を高め，いかに学修意欲の向上につなげていくかが肝要で
あると考えている．

4．終わりに
　現在のディープラーニングは，正解となるデータを大量に用意する「教師あり学習」が主流だ．しか
し が 年に開発したコンピュータ囲碁プログラムの「 （アルファ碁）」は，
「教師なし学習」の一部を採用している．これは正解データが与えられていない状態でプログラム自身
が試行錯誤しながら「強化学習」していく方法で， はこの方法で自分自身との対局を数千万回
繰り返すことによって， 年にはついに世界トップ棋士（柯洁九段：中国）を制した．こうした成果
が「AIが人を超える」象徴的な事例となり，人の仕事が AIに取って代わられるという考えが人々の中
で現実味を帯びてくる要因となった．
　しかし G検定の受験者で，社会人による学修の目的や感想をみると，「AIでできる事，できない事，
どのように仕事に AIを活かしていくかが理解できた」，「今後ずっと AIを知らないで使われる人でい
たくないと思った」等，予想を超えて急速に発展していく AI技術に対して，自身の将来を主体的にと
らえていくために学んでいく姿勢がうかがえる．
　人が単純作業から解放され，すぐれた行動予測や異常検知の技術が人の五感さえも不要とし，ひいて
は創作さえも AIが担ってしまうような社会が，すぐそこまで来ているかもしれない．だがその時，人
が次に追い求めるものを考えた時，あるいは逆に「人間らしさ」なのかもしれないとも思う．だからこ
そ学生には，『人工知能学』という学びを通して，将来のために自身がどうあるべきかを常に考えなが
ら，自己形成していってほしいと願っている．
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